
TOPICS
こんなことが決まりました

委員会の報告

ここが聞きたい　11人が一般質問

委員会視察報告

高校生議会

議会報告会のお知らせ

私
た
ち
が
納
め
る
税
金

　

こ
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な
こ
と
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わ
れ
ま
す

お兄ちゃんお姉ちゃんをお見送りしたよ
（めぐみ保育園 お別れ遠足）
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第１回臨
時会

第２回定
例会

プレミアムＫマネー予算を可決

平成27年度予算を可決

会 計 平成 27年度予算額
対前年度比較

増減額 増減率

一 般 会 計 ２８６億００００万円 ８億８０００万円 ３．２％

特 別 会 計 ２３４億３４８０万円 １８億９４７０万円 ８．８％

水道事業会計 ３４億９９００万円 ５億２５００万円 １７．７％

総 計 ５５５億３３８０万円 ３２億９９７０万円 ６．３％

国の補助金を活用した、プレミアムＫマネー発行事業に
関する予算11億2210万円を可決しました

「“住みごこち一番 ”可児」の実現に向けて
総額５５５億３３８０万円

前年度比6.3%増　　　

第１回臨時会の賛否一覧
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議案第１号　平成 26年度一般会計補正予算（第 5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
※○は賛成　●は反対　　※議長（川上文浩）は、採決に加わらない

平成 27年第１回可児市議会臨時会を２月 13日に開催し、
「地方における経済の好循環」を確かなものにするための国の
補助金を活用した、プレミアムＫマネー発行事業に関する平成
26年度一般会計補正予算を審議しました。

平成27年第２回可児市議会定例会を２月23日から３月23日までの29日間の会期で開き、
今年度の当初予算や平成26年度の補正予算など、43議案を審議しました。
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グラフで見る平成27年度一般会計予算

歳　
　
　
　

入

名　　称 金　　額 説　　明

市 税 139 億 1500 万円 市民が納める税金

繰 入 金 11億 3677 万円 主に基金を取り崩して使うもの

諸 収 入 9億 2801 万円 延滞金や雑入など、どの科目にも属さないもの

繰 越 金 5億円 前年度から繰り越される剰余金

国・県支出金 53 億 2847 万円 使う目的が決まっている国や県からの補助金

地方交付税 21億 8000 万円 自治体間の財政力格差を調整するために国から配分されるもの

市 債 18億 2600 万円 市の財源不足を補うための借金

歳　
　
　
　

出

名　　称 金　　額 説　　明

民 生 費 98億 4990 万円 福祉、生活保護、国民年金などの事業に要する経費

土 木 費 44億 8280 万円 道路、公園等整備事業などに要する経費

教 育 費 43億 785 万円 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に要する経費

総 務 費 30億 175 万円 選挙や戸籍、徴税、市の財産管理などに要する経費

衛 生 費 24億 4018 万円 成人保健、母子保健、環境保全などの事業に要する経費

公 債 費 20億 502 万円 市の借金返済の支払いにあてる経費

議 会 費 2億 9416 万円 議員の報酬や政務活動費、会議運営などに要する経費

歳入 市税
48.7%

国・県支出金
18.6%

地方交付税
7.6%

自主財源
60.3%

依存財源
39.7%

その他
　2.6%
繰越金
　1.8%

繰入金　4.0%
諸収入　3.2%

その他
7.1%市債

6.4%

歳出

民生費
34.4%

総務費
10.5%

衛生費
8.5%

議会費
　1.0%

その他
7.8%

公債費
7.0%

土木費
15.7%

教育費
15.1%

（１万円未満切り捨て）
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１．高齢者の安気づくり　 　７０億４８３１万円　

・成人各種健康診査事業　１億２６３２万円

・高齢者生きがい推進事業　１９１２万円

★地域包括ケアシステム推進事業　５７７万円

・後期高齢者医療事業　７億６１８５万円

２．子育て世代の安心づくり　 　３７億４９５３万円　

・キッズクラブ運営事業　９２０８万円

・ひとり親家庭支援事業　３億７６３４万円

・外国語・コミュニケーション推進事業　２２２９万円

・子どものいじめ防止事業　１１１６万円

３．地域・経済の元気づくり　 　１９億９５８９万円　

・支え愛地域づくりモデル事業　１億２６１７万円

・荒川豊蔵資料館運営事業　１２４３万円

・企業誘致対策経費　３億２３２万円

・観光交流推進事業　９９８万円

４．まちの安全づくり　 　４８億８８２３万円　

★障がい者福祉施設整備事業　９５３２万円

・地域医療支援事業　５０００万円

・公共交通運営事業　１億６８９万円

・ライフライン機能強化事業　６億２３９万円
　　　（水道事業会計）

予算編成４つの柱と主な事業
（★は新規事業、１万円未満切り捨て）

健康支援事業（介護保険特別会計）
１６８５万円

駅前子育て等空間創出事業
６億４７８９万円

道路維持事業
３億５５５９万円

★土田渡多目的広場整備事業
２８３２万円
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提出された議案と審議結果
第２回定例会に提出された議案は、予算関係18件、条例関係11件、人事４件、その他４件、
請願３件、委員会提案３件で、請願以外はすべて原案のとおり可決されました。

第２回定例会の賛否一覧　※これ以外の案件等は、全会一致で可決しています。
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議案第２号　平成 27年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第３号　平成 27年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第４号　平成 27年度後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第５号　平成 27年度介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第22号　保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第24号　介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○
議案第25号　老人デイサービスセンターの設置及び管理に関

する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

請願第 1号　高浜・美浜・大飯原発の再稼働の中止・撤廃を
求める請願書 ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ●

請願第２号　TPP交渉に関する請願 ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ●
請願第３号　米価対策の意見書を求める請願 ● ● ● ● ● - ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ●
発委第２号　TPP（環太平洋パートナーシップ協定）交渉に

関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

※○は賛成　●は反対　　※議長（川上文浩）は、採決に加わらない

番号 件名 結果

議
案

2 平成 27年度一般会計予算 ○
3 平成 27年度国民健康保険事業特別会計予算 ○
4 平成 27年度後期高齢者医療特別会計予算 ○
5 平成 27年度介護保険特別会計予算 ○
6 平成27年度自家用工業用水道事業特別会計予算 ◎
7 平成 27年度公共下水道事業特別会計予算 ◎

8 平成 27 年度特定環境保全公共下水道事業特別会計予算 ◎

9 平成 27年度農業集落排水事業特別会計予算 ◎

10 平成 27 年度可児駅東土地区画整理事業特別会計予算 ◎

11 平成 27年度土田財産区特別会計予算 ◎
12 平成 27年度北姫財産区特別会計予算 ◎
13 平成 27年度平牧財産区特別会計予算 ◎
14 平成 27年度二野財産区特別会計予算 ◎
15 平成 27年度大森財産区特別会計予算 ◎
16 平成 27年度水道事業会計予算 ◎
17 平成 26年度一般会計補正予算（第６号） ◎
18 平成26年度介護保険特別会計補正予算（第２号） ◎

19 平成 26 年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） ◎

20
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一
部改正の施行に伴う関係条例の整備に関する条
例の制定

◎

21 手数料徴収条例の一部改正 ◎
22 保育所の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○
23 保育の実施に関する条例の廃止 ◎
24 介護保険条例の一部改正 ○

25 老人デイサービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部改正 ○

番号 件名 結果

議
案

26
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な
支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正

◎

27
指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介
護予防サービスの事業の人員、設備、運営等に
関する基準を定める条例の一部改正

◎

28 市民の歯と口腔の健康づくり推進条例の制定 ◎

29
企業立地の促進等による地域における産業集積
の形成及び活性化に関する法律第 10 条第１項
の規定に基づく準則を定める条例の制定

◎

30 道路占用料徴収条例の一部改正 ◎
31 人権擁護委員候補者の推薦 ◎
32 訴えの提起（滞納給食費の支払いを求めるもの） ◎
33 訴えの提起（滞納給食費の支払いを求めるもの） ◎
34 土地開発公社定款の変更 ◎
35 市道路線の認定 ◎
36 副市長の選任について ◎
37 教育長の任命について ◎
38 監査委員の選任について ◎

請
願

1 高浜・美浜・大飯原発の再稼働の中止・撤廃を求める請願書 △

2 TPP交渉に関する請願 △
3 米価対策の意見書を求める請願 △

発
委

1 原子力発電所の再稼働に対して国の慎重な対応を求める意見書 ◎

2 TPP（環太平洋パートナーシップ協定）交渉に関する意見書 ○

3 可児市議会委員会条例の一部改正 ◎
【結果の表示記号】   ◎全会一致で可決・同意

○賛成多数で可決　△賛成少数で不採択
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請願の結果一覧
請願名 請願者 委員会意見・結果 付託委員会 本会議

高浜・美浜・大飯原発の再稼働
の中止・撤廃を求める請願書

「原発ゼロをめざす可茂
の会」代表　高相　明子

代替エネルギーが確立されてい
ない今、国の動向を見守るべき 総務企画 不採択

TPP交渉に関する請願 農民運動岐阜県連合会
　代表者　小寺　徹

交渉から撤退することが国益に
つながるかは、慎重になるべき 総務企画 不採択

米価対策の意見書を求める請願 農民運動岐阜県連合会
　代表者　小寺　徹

市場隔離を行うことで出る影響
が、現段階では不明確 総務企画 不採択

平
成
26
年
度
補
正
予
算
３
件
、
平

成
27
年
度
予
算
15
件
に
つ
い
て
、
６

回
の
委
員
会
を
開
催
し
１
４
０
件
の

質
疑
を
行
う
な
ど
、
慎
重
に
審
査
し

た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
適
正
と
認

め
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
以
下
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

反
対
、
賛
成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た

が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

国
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
は
、
国
民
管
理
に
要
す
る
必

須
情
報
を
12
桁
の
番
号
で
統
合
し
、

市
民
１
人
に
１
番
号
を
背
番
号
付
け

す
る
も
の
な
の
で
反
対
。

　

歳
入
で
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
市
税
の
納
税
な
ど
、

納
税
方
法
の
選
択
の
拡
充
と
、
利
便

性
を
考
え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
評

価
す
る
。
歳
出
で
は
、
支
え
愛
地
域

づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
は
２
年
目
に
入

り
、
対
象
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
や

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
促
進

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
世
帯

が
増
加
し
て
お
り
、
高
過
ぎ
る

国
民
健
康
保
険
税
を
引
き
下
げ
、
払

え
る
国
民
健
康
保
険
税
に
す
べ
き
で

あ
る
と
の
立
場
か
ら
反
対
。

　

歳
入
で
は
、
前
期
高
齢
者
交
付

金
を
始
め
、
国
や
県
の
負
担
金
、

補
助
金
、
各
種
交
付
金
の
確
保
が
適

切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
安
定
的
な
国

民
健
康
保
険
財
政
を
図
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
賛
成
。

　

２
年
ご
と
に
値
上
げ
を
繰
り
返

す
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

75
歳
以
上
を
差
別
す
る
制
度
で
あ
り
、

後
期
高
齢
者
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ

ど
保
険
料
が
上
が
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
更
な
る
負
担
増
を

課
す
制
度
は
撤
廃
を
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
反
対
。

　

昨
年
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国

民
会
議
の
報
告
で
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
創
設
か
ら
既
に
５

年
が
経
過
し
、
十
分
に
定
着
し
て
お

り
、
制
度
の
維
持
・
存
続
で
一
定
の

方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
適
正
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
必
要
不
可
欠
な
制
度
で
あ
る

こ
と
か
ら
賛
成
。

　

年
金
収
入
２
８
０
万
円
以
上
の

人
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
を
２
割
に
引
き
上
げ
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
を
原
則
要
介
護

３
以
上
に
制
限
を
か
け
る
な
ど
、
著

し
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
介
護

保
険
料
は
値
上
げ
と
な
る
の
で
反
対
。

　

事
業
計
画
の
推
計
に
基
づ
き
、

高
齢
者
の
増
加
に
伴
う
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
需
要
増
加
な
ど
を
適
切
に

見
込
ん
で
お
り
、
保
険
料
も
、
増
加

を
最
小
限
に
抑
え
た
設
定
と
し
て
い

る
ほ
か
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
よ
る
軽
減
措
置
を
実
施
し
、
低

所
得
者
に
対
す
る
配
慮
も
さ
れ
て
い

る
の
で
賛
成
。

反対賛成

反対賛成反対賛成

反対賛成

こんなことこんなこと　　を審査しましたを審査しました

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

予
算
決
算
委
員
会

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
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教
育
委
員
長
と
（
旧
）
教
育
長
を

廃
止
し
て
、
新
教
育
長
が
設
置
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
新
教
育
長
の
給
与
額

等
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
委
員
会

で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
教
育
長
の
給
料
月
額
は
こ
れ

ま
で
と
同
じ
で
あ
る
か
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
、
月
額
64
万
４

０
０
０
円
で
あ
る
。

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く
、
工

場
敷
地
内
の
土
地
利
用
制
限
の
規
制

緩
和
等
を
定
め
た
条
例
に
つ
い
て
委

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
温
暖
化
対
策
な
ど

様
々
な
基
本
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
緑
化
を
進
め
る
ス
タ
ン
ス
で
あ

っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
程
度
影
響
が

QAQ

平成 26年第５回定例会における 27年度予算への提言に対する対応
 ※提言内容については、議会だより第 54号を参照
１　職員の確保および育成について
→本市に適した人材を見極め、定員管理計画に沿った職員数を確保するよう努める。また、４
つの重点方針を具現化するため専門職を募集するとともに、専門研修への派遣および実施によ
り、人材育成に取り組む。

２　臨時財政対策債のあり方について
→臨時財政対策債は、地方の一般財源の不足に対処するため、地方財政法第５条の特例として
発行される地方債である。以前より発行可能額を一定割合に抑制して借り入れしてきたが、平
成 27年度においては、基金の状況を勘案し、更なる抑制を行っていく。

３　国際交流事業について
→多文化共生社会の創出、国際人感性を持つ人材の育成、市民と行政が役割を担い市民が主役の
都市交流、国外都市とのネットワークを構築し地域や産業の活性化を図ることなどを視野に入
れ、本市の魅力を発信しつつ、長期的視野も取り入れながら戦略的に国際交流事業を推進する。

４　道路維持管理事業について
→主要市道は、道路舗装の損傷度調査診断の結果を参考に、必要な対策工事を国の補助金を活
用して実施する。また、生活道路は、自治会等からの要望や道路パトロール、通報で判明した
支障箇所について、その状況に応じた対応を予算の範囲内で適宜実施する。

５　成人各種健康診査事業について
→成人各種健康診査の重要性を広報や市ホームページ、地域の各種イベントで啓発をしていく。
また特定健診の受診を促すため、市内スポーツクラブ利用サービス券の発行という付加価値を
つけていく。さらに、健診未受診者への勧奨方法の見直しや受診者の増加施策、商工会議所や
市内企業と連携した受診率向上の取り組みも検討していく。

６　豊蔵資料館運営事業について
→荒川豊蔵資料館の周辺エリアを「美濃桃山陶の聖地」として広く発信、公開していくため、「整
備構想・計画」に沿って整備事業に着手する。また、資料館へのバリアフリー整備についても
調査、検討する。
ただし、国史跡指定を目指している古窯跡部分の整備は、指定後に別途計画を立てて進める。

総
務
企
画
委
員
会

新
制
度
に
よ
る
教
育
長
の
給
与

額
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た

企
業
立
地
促
進
の
た
め
緑
地
の

規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
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あ
る
の
か
。

　

今
回
の
条
例
制
定
に
よ
り
緑
地

面
積
基
準
の
緩
和
を
図
る
地
域
は
可

児
工
業
団
地
の
エ
リ
ア
内
に
限
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
他
の
エ
リ
ア
か
ら
の

工
場
の
集
積
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

市
全
体
の
緑
地
を
維
持
す
る
こ
と
も

意
図
し
て
い
る
。

請
願
提
出
者
の
「
原
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
す
可
茂
の
会
」
の
代
表
者
を
参
考

人
と
し
て
招
致
し
、
請
願
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
次
の
よ
う
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
立
し
て

い
な
い
現
時
点
で
は
、
電
力
の

安
定
供
給
の
た
め
に
最
小
限
の
原
子

力
発
電
は
必
要
で
あ
る
の
で
反
対
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
が
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
再
稼
動
に
向
け
た
審
査
も
十

分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
賛
成
。

平
成
24
年
に
岐
阜
県
か
ら
発
表
さ

れ
た
放
射
性
物
質
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
結
果
に
よ
り
、
岐
阜
県
内

に
も
放
射
性
物
質
が
飛
来
す
る
危
険

性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
に
対

し
て
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
慎

重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案

し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
る

中
、
国
益
を
損
な
わ
な
い
交
渉
を
行

う
こ
と
、
ま
た
交
渉
に
よ
り
収
集
し

た
情
報
に
つ
い
て
国
民
に
十
分
な
情

報
提
供
を
行
う
こ
と
を
国
に
求
め
る

意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。

住
宅
性
能
表
示
制
度
の
改
正
及
び

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、
手
数

料
徴
収
条
例
改
正
案
を
委
員
会
で
審

査
し
ま
し
た
。

　

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い
、

建
築
確
認
申
請
か
ら
認
定
ま
で
の
期

間
は
短
縮
さ
れ
る
か
。

　

改
正
前
と
比
べ
認
定
ま
で
の
期

間
は
短
縮
さ
れ
る
。

　

今
回
の
改
正
で
、
長
期
優
良
住

宅
認
定
申
請
の
際
に
添
付
す
る
「
適

合
証
」
に
代
わ
り
「
住
宅
性
能
評
価

書
」
に
よ
り
申
請
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
費
用
は
高
く

な
る
の
か
。

　

改
正
後
の
住
宅
性
能
評
価
書
の

審
査
手
数
料
に
も
よ
る
が
、
現
時
点

で
は
住
宅
性
能
評
価
書
に
よ
る
申
請

の
方
が
高
く
な
る
。

　

保
育
料
の
算
定
基
準
が
所
得
税

か
ら
市
民
税
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
で

保
育
料
の
算
定
が
高
く
な
る
人
は
い

な
い
か
。

　

所
得
税
と
市
民
税
そ
れ
ぞ
れ
の

境
目
の
部
分
で
算
定
が
上
下
す
る
こ

と
は
あ
る
。

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る

法
律
が
で
き
た
こ
と
を
受
け
、
市
で

も
「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進

条
例
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

法
律
に
比
べ
条
例
の
提
出
に
時

間
を
要
し
た
理
由
は
。

　

歯
科
医
師
会
と
時
間
を
か
け
検

討
し
、
重
要
な
取
り
組
み
と
判
断
し
、

条
例
化
を
進
め
た
。

A反対賛成

QAQA

QAQA

高
浜
・
美
浜
・
大
飯
原
発
の
再

稼
動
の
中
止
・
撤
廃
を
求
め
る

請
願
書

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
動
に
対

し
て
国
の
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
）
交
渉
に
関
す

る
意
見
書

長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認

定
審
査
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

保
育
料
の
算
定
方
法
が
変
わ
り

ま
す

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
条
例
が
で
き
ま
し
た

建
設
市
民
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会
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桜
ケ
丘
ハ
イ
ツ
の
中
で
開
発

が
止
ま
っ
て
い
た
通
称『
欅
ヶ
丘
』

の
開
発
で
既
存
住
宅
に
影
響
す
る

道
路
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ

ツ
に
は
桜
ケ
丘
１
丁
目
か
ら
皐
ケ

丘
９
丁
目
ま
で
を
、
桂
ケ
丘
に
も

１
丁
目
か
ら
３
丁
目
を
結
ぶ
20
ｍ

の
中
央
幹
線
道
路
が
街
の
大
切
な

景
観
を
形
作
っ
て
い
る
。
開
発
段

階
で
の
個
々
の
事
情
や
利
害
に
捉

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
１
万
人
の
街

の
地
域
全
体
の
発
展
を
見
据
え
た

道
路
計
画
が
市
の
役
割
で
は
。

　
こ
の
地
区
に
は
現
在
４
事
業

の
開
発
計
画
が
あ
る
。
①
は
施
工

中
の
資
材
置
き
場
。
②
は
平
成
30

年
完
成
予
定
の
住
宅
分
譲
１
４
６

区
画
。
③
は
協
議
中
の
住
宅
１
９

７
区
画
と
４
ブ
ロ
ッ
ク
の
複
合
施

設
。
④
は
帝
京
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

市
と
し
て
幹
線
道
路
の
整
備
計

画
は
な
い
が
、
開
発
事
業
者
に
対

し
、
整
備
を
誘
導
し
て
い
く
。

　
平
成
27
年
度
、
外
国
人
教
師

を
英
語
教
育
に
ど
う
活
用
さ
れ
る

の
か
。

　
５
人
を
配
置
し
、
小
学
校
で

は
子
ど
も
達
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発

音
や
文
化
に
触
れ
さ
せ
る
機
会
を

作
る
。

中
学
校
は
授
業
以
外
で
も
、
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
指
導
す
る
。

QA

話
せ
る
英
語
教
育
を
め
ざ
す
の
か

QA

中
央
幹
線
道
路
を
繋
げ

街
の
一
体
感
を

通称欅ヶ丘開発計画と市所有地 (ピンク）

一般
質
問

一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
動
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
般
質
問
の
様
子

を
映
像
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

11
人
が
市
政
を
問
う

小
お
川
がわ
　富

ふ き
貴
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子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
金
の
一
部
助
成
の
考

え
は
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
、
健
康
被
害
が
生
じ
て
も
救
済

措
置
の
対
象
に
な
ら
な
い
任
意
接

種
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
公

費
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。
国
が

行
う
有
効
性
の
評
価
・
検
討
の
動

向
を
見
極
め
た
い
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
の
中
核
と
な
る
計
画
と
し
て
、

介
護
保
険
事
業
計
画
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
の
促
進
に
対
す
る
取
り
組
み

と
考
え
は
。

　

必
要
な
と
き
に
適
切
な
医

療
・
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
在
宅
医
療
や
介
護
の
提

供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

医
師
会
と
連
携
を
図
る
。

ま
た
多
職
種
連
携
会
議
等
に
よ

り
、
職
種
間
の
連
携
体
制
も
目
指

す
。
さ
ら
に
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地

域
で
、
在
宅
医
療
と
介
護
生
活
支

援
の
連
携
を
実
践
し
、
検
証
し
て

い
く
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
る
。
地

域
支
え
合
い
活
動
助
成
事
業
や
地

域
支
え
愛
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
よ
り
、

さ
ら
に
活
動
が
活
性
化
し
、
拡
大

す
る
よ
う
努
め
る
。

QA地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
展
開
は

QA

　
Ｋ
ル
ー
ト
13
コ
ー
ス
発
表
か

ら
１
年
が
経
っ
た
。
地
域
住
民
が

散
歩
し
て
い
る
美
し
い
川
沿
い
道

路
を
Ｋ
ル
ー
ト
お
薦
め
コ
ー
ス
へ

追
加
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
Ｋ
ル
ー
ト
の
全
13
の
コ
ー
ス

は
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
し
て
設
定
し

た
も
の
で
、
現
在
も
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
御
意
見
を
い
た
だ
き
進
め

て
き
て
い
る
。
周
辺
コ
ー
ス
や
ス

ポ
ッ
ト
、
活
用
策
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
出
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

　
川
沿
い
道
路
は
、
未
舗
装
な

部
分
や
途
中
で
道
が
な
く
な
り
途

切
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
健
康
の
た

め
歩
き
や
す
く
舗
装
し
、
道
を
つ

な
い
で
延
伸
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ

と
考
え
る
が
市
と
し
て
の
考
え
は
。

　
不
自
由
を
か
け
て
い
る
箇
所

も
あ
る
が
、
河
川
管
理
者
の
立
場

で
は
、
管
理
用
道
路
が
途
切
れ
て

い
て
も
河
川
管
理
上
問
題
が
な
い

た
め
に
、
事
業
の
優
先
順
位
が
低

く
な
り
、
現
在
の
状
況
と
な
っ
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高
い
よ

う
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

か
ら
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
市

と
し
て
対
応
を
検
討
す
る
。

QA新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
道
を

Q

A

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
は

美
し
い
川
を
活
か
そ
う
散
歩
道

川沿いの看板設置で盛り上がる地域

地域包括ケアシステムの捉え方
出典：地域包括ケア研究会報告書

天
あも
羽
う
　良

よしあき
明

澤
さわ
野
の
　伸

しん
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市
内
に
は
１
５
９
ヶ
所
の
農

業
用
た
め
池
が
あ
る
。
今
年
２
月

の
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
内
の
池
で
起

き
た
死
亡
事
故
を
教
訓
に
、
た
め

池
の
多
い
本
市
で
は
水
難
事
故
に

対
し
、
安
全
対
策
を
ど
の
よ
う
に

講
ず
る
べ
き
か
。

　
市
が
管
理
す
る
農
業
用
た
め

池
は
、
市
や
県
で
現
況
調
査
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
施
設
の
老
朽
度

や
防
災
対
策
が
主
体
で
あ
り
、
安

全
施
設
に
特
化
し
た
調
査
は
実
施

し
て
い
な
い
。
し
か
し
市
で
は
２

月
19
日
と
20
日
に
フ
ェ
ン
ス
、
警

告
看
板
や
門
扉
の
施
錠
の
状
況
の

点
検
を
行
い
、
破
損
し
た
フ
ェ
ン

ス
等
の
補
修
や
看
板
の
増
設
を
順

次
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
行
政

が
協
力
し
て
行
う
べ
き
対
策
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
家
庭
、
学
校
な
ど
で
は
、
自

ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
と
い
う
意

識
を
育
む
た
め
、
継
続
的
な
注
意

喚
起
、
啓
発
が
重
要
と
考
え
る
。

一
方
で
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ

ま
に
は
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
監

視
と
危
険
箇
所
の
通
報
を
、
施
設

管
理
者
や
行
政
は
、
フ
ェ
ン
ス
の

補
修
や
門
扉
の
確
実
な
施
錠
な
ど

の
安
全
施
設
を
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

QA事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

Q

A

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
変
厳
し
く
農
業
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
、
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。
ま
た
、

将
来
に
向
け
た
農
業
の
あ
り
方
に

つ
い
て
示
す
必
要
が
あ
る
が
、
市

の
考
え
は
。

　
耕
作
を
依
頼
す
る
制
度
と
し

て
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活

用
し
た
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
制
度
や
、

農
地
銀
行
制
度
、
個
人
間
で
双
方

が
合
意
に
至
る
貸
し
借
り
制
度
、

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
を
利

用
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

情
報
を
提
供
し
、
選
択
、
判
断
し

て
い
た
だ
く
。

平
成
27
年
度
に
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
、
平
成
28
年
度
に
農
業

振
興
・
農
地
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
を
予
定
し
て
お
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
意
見
を
求
め
、
策
定
後
は

広
く
公
開
す
る
。

　
地
域
住
民
の
方
々
が
、
安
全

で
安
心
し
て
住
め
る
よ
う
、
久
々

利
川
改
修
事
業
の
早
期
完
成
を
。

進
捗
と
今
後
の
計
画
は
。

　
平
成
26
年
度
か
ら
県
と
の
委

託
契
約
に
よ
り
用
地
交
渉
を
始
め
、

約
45
％
の
面
積
を
取
得
。
平
成
27

年
度
も
引
き
続
き
用
地
買
収
を
進

め
る
。

QA

久
々
利
川
改
修
の
早
期
完
成
を

QA

市
内
た
め
池
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

農
業
問
題
解
決
に
向
け
た

将
来
展
望
は

子ども達とともに秋の収穫

上池ため池（久々利）の安全対策の状況 川
かわ
合
い
　敏

とし
己
み

伊
い
藤
とう
　壽
ひさし
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ひ
と
り
親
家
庭
に
な
っ
た
場

合
、
所
得
税
や
住
民
税
を
軽
減
す

る
寡
婦
控
除
が
適
用
さ
れ
る
。
寡

婦
控
除
が
適
用
さ
れ
る
と
保
育
料

や
市
営
住
宅
使
用
料
等
が
軽
減
さ

れ
る
。
し
か
し
、
結
婚
歴
の
な
い

非
婚
ひ
と
り
親
家
庭
は
寡
婦
控
除

が
受
け
ら
れ
な
い
。
非
婚
ひ
と
り

親
家
庭
に
寡
婦
控
除
の
み
な
し
適

用
が
で
き
な
い
か
。

　
婚
姻
歴
の
有
無
に
よ
っ
て
各

種
制
度
の
利
用
料
に
差
が
出
る
こ

と
は
、
制
度
と
し
て
は
課
題
が
あ

る
。
国
の
動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
、

ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
市
と
し

て
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
昨
年
６
月
議
会
に
お
い
て
就

学
援
助
の
拡
大
の
件
で
、
国
が
援

助
の
対
象
品
目
に
し
た
ク
ラ
ブ
活

動
費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
生
徒
会
費

等
を
対
象
に
加
え
る
こ
と
や
、
新

入
学
準
備
金
の
５
月
支
給
を
要
望

し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

　
就
学
援
助
品
目
を
追
加
す
る

こ
と
は
現
時
点
で
予
定
し
て
い
な

い
が
、
８
月
に
支
給
し
て
い
た
新

入
学
学
用
品
に
限
っ
て
は
、
６
月

に
支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
る
。

QA就
学
援
助
の
拡
大
を

Q

A

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等

に
よ
り
、
青
少
年
の
ネ
ッ
ト
依
存

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
長
時

間
の
使
用
に
よ
り
睡
眠
障
が
い
や

う
つ
症
状
の
発
症
な
ど
、
生
活
環

境
の
悪
化
を
招
い
て
い
る
と
の
報

告
も
あ
る
。
本
市
の
状
況
は
。

　
本
市
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

の
ネ
ッ
ト
依
存
に
は
危
機
感
を
持

っ
て
い
る
。
平
成
25
年
度
に
行
わ

れ
た
ネ
ッ
ト
依
存
に
関
す
る
全
国

的
な
調
査
で
は
、
ネ
ッ
ト
依
存
が

強
く
疑
わ
れ
る
中
学
生
が
全
国
で

６
％
に
上
る
と
い
う
結
果
も
出
て

い
る
。
使
用
時
間
、
使
用
場
所
、

使
用
方
法
な
ど
を
家
庭
で
話
し
合

っ
て
約
束
を
つ
く
る
こ
と
が
有
効

な
対
策
と
考
え
る
。

　

ネ
ッ
ト
依
存
が
い
わ
ゆ
る

「
病
的
な
使
用
」
の
段
階
ま
で
達

す
る
と
、
家
庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り

だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
。
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専

門
家
を
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
今
の
と
こ
ろ
特
に
は
考
え
て

い
な
い
が
、
本
市
で
は
全
小
中
学

校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

配
置
し
て
お
り
、
問
題
の
ケ
ー
ス

に
応
じ
て
は
、
そ
う
し
た
専
門
職

を
使
い
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
。

QAネ
ッ
ト
依
存
に
専
門
家
を

Q

A

寡
婦
控
除
の
み
な
し
適
用
を

青
少
年
の
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
は

就学援助の支給品目と年額（国基準）

子ども達にも広がるネット依存症

支　給　項　目 小　学　校 中　学　校
学 　 用 　 品 　 費 １１，４２０ ２２，３２０
体 育 実 技 用 具 費 スキー　２６，０２０ スキー　３７，３４０

柔道　　　７，５１０
剣道　　５１，９４０

入学準備金（新入学児童生徒学用品費） ２０，４７０ ２３，５５０
通 学 用 品 費 ２，２３０ ２，２３０
通 　 　 学 　 　 費 ３９，２９０ ７９，４１０
ク ラ ブ 活 動 費 ２，７１０ ２９，６００
修　学　旅　行　費 ２１，１９０ ５７，２９０
生 　 徒 　 会 　 費 ４，５７０ ５，４５０
Ｐ　Ｔ　Ａ　会　費 ３，３８０ ４，１９０
校　外
活動費

宿泊を伴わない １，５５０ ２，２４０
宿泊を伴う ３，５７０ ６，０１０

給 　 　 食 　 　 費 実　　　　　　費
医 　 　 療 　 　 費 トラコーマや中耳炎、虫歯などの６つの学校病の治療費
日本スポーツ振興センター掛金 小中学校の掛金の２分の１

（単位；円） 冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

伊
い
藤
とう
　英

ひで
生
お
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ひ
と
り
親
家
庭
の
36
％
が
現

年
分
を
滞
納
す
る
異
常
な
状
態
を

改
善
し
、
払
え
る
国
保
税
額
に
す

る
た
め
、
収
入
減
少
に
相
当
す
る

み
な
し
控
除
で
減
免
を
実
施
で
き

な
い
か
。

　
国
保
税
算
定
の
際
に
所
得
の

把
握
に
基
礎
控
除
の
み
適
用
す
る

現
行
方
式
に
統
一
さ
れ
た
の
で
、

無
理
だ
。
納
付
困
難
事
例
に
は
、

き
め
細
や
か
な
個
別
対
応
を
行
う
。

母
子
家
庭
等
へ
の
支
援
で
は
国
保
、

福
祉
分
野
を
含
め
、
市
全
体
で
支

援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　
低
所
得
層
の
収
入
減
少
に
つ

い
て
、
ど
ん
な
国
保
税
賦
課
が
よ

い
か
、
市
長
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
市
の
国
保
税
が
高
い
の
は
制

度
設
計
の
問
題
だ
。
減
免
に
は
公

平
性
の
中
で
、
市
民
が
理
解
し
納

得
で
き
る
制
度
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
建
設
工
事
の
前
に
水
質
等
環

境
基
準
調
査
を
し
て
、
対
策
を
万

全
に
し
て
は
。

　
水
質
等
環
境
調
査
は
事
業
者

が
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
事
業
者

は
、
調
査
の
時
期
や
回
数
に
つ
い

て
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、

地
元
の
意
見
を
聞
い
て
再
検
討
し

て
い
く
と
説
明
会
で
回
答
し
た
。

市
と
し
て
も
水
質
、
土
壌
、
騒
音

振
動
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
回
数
を

増
や
す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

QAQA

リ
ニ
ア
工
事
で
水
質
環
境
は
ど

う
な
る

QA

　
施
政
方
針
で
示
し
た
社
会
力

と
は
何
か
。

　
私
た
ち
は
、
個
人
で
あ
る
と

同
時
に
社
会
の
中
で
生
き
て
い
る
。

そ
の
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
家
庭
、
地
域
社

会
、
国
家
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
つ
つ
、
自
己
の
夢
や
目
的
を
実

現
し
て
い
く
力
が
「
社
会
力
」
で

あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
非
常

に
厳
し
い
人
口
減
少
社
会
、
高
齢

化
、
少
子
化
の
中
で
、
そ
う
し
た

力
を
持
っ
た
子
ど
も
達
を
育
て
て

い
く
こ
と
が
、
子
育
て
の
根
本
と

考
え
て
い
る
。

　
聴
覚
障
が
い
者
の
安
心
・
安

全
確
保
の
た
め
、
緊
急
放
送
連
動

の
回
転
灯
な
ど
の
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
聴
覚
障
が
い
者
に
対
応
し
た

警
報
設
備
に
つ
い
て
、
長
年
消
防

庁
な
ど
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

新
た
な
設
備
基
準
の
策
定
に
い
た

っ
て
い
な
い
。
本
市
と
し
て
回
転

灯
な
ど
を
と
り
あ
え
ず
設
置
す
る

予
定
は
な
い
。
親
切
で
温
か
い
人

間
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
優
れ

て
い
る
と
考
え
る
。
福
祉
課
に
手

話
通
訳
者
１
人
を
配
置
し
、
耳
マ

ー
ク
シ
ー
ル
を
配
布
す
る
な
ど
、

窓
口
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。

QA聴
覚
障
が
い
者
な
ど
へ
の
配
慮
は

Q

A

子
育
て
母
子
家
庭
に

国
保
税
の
減
免
を

市
長
の
考
え
る
社
会
力
と
は

何
か

無償で配布している
耳マークシール

河川水質調査定点図
出典：可児市の環境

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

伊
い
藤
とう
　健

けん
二
じ
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本
市
の
平
成
27
年
度
予
算
案

で
は
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

充
実
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
助
成
制

度
と
な
る
の
か
。

　
助
成
額
を
こ
れ
ま
で
は
年
５

万
円
を
上
限
に
５
年
間
と
し
て
い

た
が
、
１
回
10
万
円
を
限
度
と
し

て
通
算
６
回
に
変
更
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
特
定

不
妊
治
療
を
始
め
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
移
行
期
間
を
設
け
て
こ

れ
ま
で
の
助
成
制
度
の
継
続
と
新

た
な
制
度
の
ど
ち
ら
も
選
択
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

　

不
妊
治
療
に
対
す
る
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関

に
直
接
相
談
す
る
か
、
県
が
設
置

す
る
不
妊
相
談
セ
ン
タ
ー
に
、
相

談
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
産
婦
人
科
医

師
や
不
妊
専
門
相
談
員
が
配
置
さ

れ
て
お
り
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本

市
に
お
い
て
は
子
育
て
支
援
を
目

的
に
可
児
駅
前
に
計
画
し
て
い
る

拠
点
施
設
に
、
新
た
に
経
験
の
あ

る
助
産
師
を
配
置
し
て
、
よ
り
身

近
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
予
定
だ
。

QA不
妊
治
療
に
対
す
る
相
談
体
制
は

QA

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
対
す
る

市
民
の
期
待
は
高
い
。
一
部
に
は

不
満
の
声
も
聞
く
。
本
市
は
、
市

民
病
院
を
持
た
な
い
中
で
、
ど
の

よ
う
に
医
療
体
制
を
充
実
さ
せ
市

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
か
。

　
地
域
に
お
け
る
医
療
体
制
の

整
備
は
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
対
応

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
医
療
法

に
基
づ
い
て
、
県
が
保
健
医
療
計

画
で
疾
病
や
医
療
提
供
体
制
に
関

す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

県
の
計
画
に
沿
っ
て
一
次
医
療
提

供
体
制
と
し
て
、
か
か
り
つ
け
医

と
な
る
医
師
会
の
協
力
を
お
願
い

し
な
が
ら
、
本
市
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
３
月
議
会
に
お
い
て
、
市
の

公
共
施
設
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い

て
今
後
、
ど
の
よ
う
に
公
共
施
設

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
の
か
。

　
平
成
25
年
度
に
公
有
財
産
経

営
室
を
設
置
し
、
公
共
施
設
等
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
公
共
施
設
が
抱

え
る
課
題
を
共
通
認
識
と
し
て
持

っ
て
い
た
だ
き
、
長
期
間
の
取
り

組
み
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

QA公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
は

QA

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

充
実
を

本
市
の
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
は

地域の二次医療中核病院　可児とうのう病院

日本の出生数と合計特殊出生率の推移
出典：厚生労働省「不妊治療をめぐる現状」 板

いた
津
ず
　博

ひろ
之
ゆき

山
やま
根
ね
　一

かず
男
お
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委員会視察報告
平
成
27
年
１
月
16
日
に
、
議
会
改

革
の
先
進
市
議
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
、
三
重
県
四
日
市
市

議
会
と
滋
賀
県
大
津
市
議
会
で
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

四
日
市
市
議
会
は
全
国
ト
ッ
プ
の

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
改
革
の
流
れ
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

議
員
政
策
研
究
会
で
議
員
一
同
が

会
し
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

対
し
て
共
通
認
識
の
醸
成
を
図
る
こ

と
で
政
策
立
案
機
能
の
向
上
に
取
り

組
み
、
そ
の
効
果
は
政
策
提
案
や
条

例
制
定
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
市
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
で
は
、
議

会
運
営
に
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
点
に
お
い
て
、
議
会
に
対
す
る
理

解
が
進
ん
だ
点
は
評
価
で
き
、
市
民

の
議
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
有

効
な
手
段
で
あ
り
、
今
後
の
参
考
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
津
市
議
会
で
は
、
議
会
運
営
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
全
国
初
の
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
業
務
継
続
計
画
）の
策
定
、
大
学

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
議
会
の
仕
組
み
を

改
革
す
る
こ
と
は
時
間
と
熱
意
が
あ

れ
ば
可
能
で
あ
り
、
議
員
の
意
識
や

能
力
の
向
上
が
最
も
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
大
津
市
議
会
は
、

政
策
検
討
会
議
で
協
議
し
政
策
を
打

ち
出
す
方
法
を
と
っ
て
お
り
、
こ
う

し
た
や
り
方
は
大
変
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

２
市
の
視
察
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
を
、
今
後
の
議
会
改
革
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
市
は
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
の

人
口
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
多
く

の
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
を
集
中
的

に
整
備
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

老
朽
化
等
に
よ
り
そ
れ
ら
が
一
斉
に

更
新
の
時
期
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
計
画
的
・
戦
略
的
な
公
共
施

設
の
維
持
・
管
理
・
あ
り
方
等
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
背
景
を
受
け
、
総
務
企
画
委
員

会
で
は
、
平
成
27
年
２
月
５
日
に
愛

知
県
西
尾
市
と
豊
川
市
で
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

西
尾
市
で
は
、
公
共
施
設
の
現
状

と
課
題
を
調
査
・
分
析
し
て
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
維
持
・
管
理
・

運
営
方
法
及
び
施
設
配
置
を
実
現
す

る
た
め
、
公
共
施
設
再
配
置
の
議
論

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
と
積
極
的

に
関
わ
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
し
た
。

豊
川
市
で
は
、
公
共
施
設
白
書
と

基
本
方
針
、
実
施
プ
ラ
ン
の
策
定
を

終
え
、
実
施
・
検
証
に
移
っ
て
い
く

段
階
で
、
広
報
誌
等
で
積
極
的
に
市

民
に
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
の
規
模
や
面
積
、
重

複
す
る
施
設
の
数
な
ど
、
そ
の
ま
ま

本
市
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど
、
本
市
に

お
い
て
も
同
様
に
切
実
な
課
題
で
あ

り
、
今
回
学
ん
だ
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
の
本
市
の
公
共
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大津市議会での視察風景

西尾市での視察風景

議
会
運
営
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会
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高校生議会・議会報告会
平
成
27
年
２
月
10
日
に
、
地
域
課

題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
議
場
に
て
可
児
高

等
学
校
の
生
徒
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

関
す
る
１
年
間
の
活
動
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

高
校
生
か
ら
は
、
「
幅
広
い
分
野

に
お
い
て
、
知
識
や
経
験
豊
富
な
多

く
の
大
人
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
、

知
見
を
深
め
、
将
来
の
目
標
を
明
確

に
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」
「
地
域
の

課
題
を
身
近
に
感
じ
、
地
元
に
愛
着

を
持
ち
、
将
来
は
可
児
市
の
た
め
に

役
立
ち
た
い
」
な
ど
と
い
う
思
い
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
思

い
か
ら
、
高
校
生
議
会
で
は
「
地
域

の
行
事
等
に
高
校
生
が
参
画
す
る
機

会
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見

書
」
が
可
決
さ
れ
、
議
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
で
は
、
「
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
私
立
保
育
園
の
協
力
の
も
と
、

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
文

部
科
学
省
か
ら
も
視
察
が
あ
り
、
最

後
に
全
体
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。可

児
市
議
会
で
は
、
こ
の
事
業
を

通
し
て
若
い
世
代
の
育
成
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
る
地
域
の

持
続
的
発
展
と
、

議
会
に
対
す
る

親
近
感
の
醸
成

や
多
様
な
広
聴

の
機
会
を
設
け

る
こ
と
を
目
的

に
、
今
後
も
支

援
を
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

可
児
市
議
会
で
は
、
平
成
27
年
度

１
回
目
の
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
議
員
を
３
班
に
分
け
て
、
３
会

場
で
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、
す
べ

て
同
じ
で
す
の
で
、
ご
都
合
の
合
う

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

①
平
成
27
年
５
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
総
合
会
館
５
階
大
ホ
ー
ル

②
平
成
27
年
５
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
帷
子
公
民
館
２
階
会
議
室

③
平
成
27
年
５
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
桜
ケ
丘
公
民
館
２
階
会
議
室

内
容

　
　
　
　
平
成
27
年
度
予
算
審
査
に

つ
い
て

　
　
　
　
議
員
報
酬
・
定
数
に
つ
い

て
（
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
活
動

報
告
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
議
会
・
議
員
の
活
動
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

第
１
部

第
２
部

第
３
部

第 1部　高校生議会

第２部　グループ討議

平成 26年度議会報告会の意見交換の様子

議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
だ
よ
り
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
54
号
で
は
、

段
組
み
を
６
段
か
ら
４
段
へ
と
変
更

し
、
今
号
で
は
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

表
紙
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
変
更
で
、
さ
ら
に
多
く

の
み
な
さ
ま
が
議
会
だ
よ
り
を
手
に

と
っ
て
、
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
す
る
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
議
会
活

動
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

高
校
生
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

可児市議会だより　2015.5.1　　16



議 会 レ ポ ー ト

▲広見小学校子ども議会
（１月23日）

議会をより身近に感じ、さらに関心を持っ
てもらうため、広見小学校子ども議会を開
催しました。子どもたちは、少し緊張した
面持ちで、模擬議会を体験しました。

▼教育福祉委員会懇談会
（２月２日・５日）

教育福祉委員会は、２日に教育委員と、５
日に民生児童委員との懇談会を行い、それ
ぞれの立場からの意見交換を行いました。
これからの委員会活動に活かしていきます。

▲高校生意見書提出
（２月10日）

高校生議会で可決された「地域の行事等に
高校生が参画する機会を設けることについ
ての意見書」を議長室で受け取りました。

▼国会陳情
（２月16日）

平成27年度の学校の環境整備にかかわる補
助金が本市にとって厳しい状況となってい
ることから、議長が陳情に行き下村文部科
学大臣に本市の状況を説明してきました。

このコーナーでは、議会が
本会議以外で行っているさ
まざまな活動を、写真で報
告していきます。

17　　可児市議会だより　2015.5.1



「可児市議会だより」は再生紙と環境に優しい植物油インキを使用しています。

地域のかがやき
地域の笑顔

針に糸が通りますように

帷子／あそび塾

みこしをバックにハイチーズ

中恵土／春まつり子どもみこし

＊今回は、出口忠雄委員と勝野正規委員が、桜ヶ丘ハイツ
地区社会福祉協議会の「みんなの家」を訪問し、会長の
田原理香さんにお話を伺ってきました。

広報委員：平成 24年度に桜ヶ丘ハイツ地区社協の取り組み
として、「みんなの家」を立ち上げられた目的
は何ですか。

田原さん：前から地区社協の事業を展開していく上で、拠
点施設の必要性を感じていました。高齢の１人
暮らしの方が増えてきたため、ご近所の住民同
士が互いに支えあう桜ヶ丘ハイツを目指した活
動を行うことを目的としています。

広報委員：主な行事は何ですか。

田原さん：「みんなの家」では、市の宅老所補助金を活かし
た各種の講習会やサロン事業を行っています。
平成 26年度は「みんなで一緒にご飯を食べま
しょう」に力を入れて多くの交流が生まれまし
た。地区社協ではプロジェクト事業として、「移
動支援」、「家事支援」、「ハイツカフェ」、「買い
物宅配支援」などを行っています。

広報委員：今後の方向性をお聞かせください。

田原さん：桜ヶ丘ハイツ地域全体で課題を共有し、解決し
ていけるように、まずは
地域の皆さんが繋がりを
深められるような仕組み
づくりに努めていきたい
と考えています。

　利用者もスタッフもみんなが楽しそうに、笑顔の中でに
ぎわっていました。ここ「みんなの家」に地域の支えあい
の原点があるのではないかと感じ、このような取り組みが
市内全域に広まることを期待し、取材を終えました。

取材を終えて

第３回定例会のお知らせ
５月

27日 開会日（議案説明）

６月
３日

４日 一般質問・質疑

８日

10日 予算決算委員会

11日 総務企画委員会

12日 建設市民委員会

15日 教育福祉委員会

19日 閉会日（委員長報告・討論・採決）

会議は午前９時開会の予定です。
日程は、都合により変更となる場合もあります。
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